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節分の２月３日（火）、かつら
保育所で豆まきが行われまし
た。園児たちは手作りのお面や
角のぼうしをつけ、豆をいれる
「ます」をもち、自分のなかに
いる「いじわる鬼さん」や「泣
きむし鬼さん」を追い払おうと、
元気よく「鬼は外～！福は内
～！」と豆を投げました。鬼を
追い払って安心すると、みんな
で仲良く豆を食べました。退治された鬼さんたち
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城里町長選挙・城里町議会議員補欠選挙の結果
（２月８日執行）

任期満了に伴う城里町長選挙が２月８日（日）、町内
13か所の投票所で行われ、同日午後７時30分からコミ
ュニティセンター城里・研修室で即日開票されまし
た。投票率は69.41％でした。
なお、候補者別得票数と各投票所における投票結果

は次のとおりです。

＜各投票所の投票状況＞

また、議員辞職に伴う城里町議会議員補欠選挙（選挙すべき人数１人）は、立候補者が定数を超えませんで
したので、無投票により寺門博志候補が当選となりました。

【問合せ】 城里町選挙管理委員会 029－288－3111（内線224）

＜候補者別の得票数＞ （午後8時50分確定）

選挙結果 候補者氏名 得 票 数

当　選 阿久津藤男 ５，１６６票

金長　義郎 ４，７４３票

松 信一 ２，８７１票

無　効 １０５票

投 　 票 　 区 （ 投 票 所） 有権者数（人）投票者数（人） 投 票 率

第１投票区（コミュニティセンター城里） 2,937 1,920 65.37％
第２投票区（石塚小学校特別教室） 2,288 1,408 61.54％
第３投票区（那珂西二区農村集落センター） 1,950 1,131 58.00％
第４投票区（小松小学校体育館） 1,596 1,240 77.69％
第５投票区（青山小学校体育館） 1,454 988 67.95％
第６投票区（下古内第一区集落センター） 834 617 73.98％
第７投票区（圷地区公民館） 1,451 1,050 72.36％
第８投票区（北方営農研修センター） 892 658 73.77％
第９投票区（岩船地区公民館） 989 736 74.42％
第10投票区（阿波山集落センター） 972 677 69.65％
第11投票区（沢山小学校体育館） 1,305 898 68.81％
第12投票区（七会体育館） 808 627 77.60％
第13投票区（塩子新農村集落センター） 1,087 935 86.02％

合　　　　　　計 18,563 12,885 69.41％

◎第２回臨時議会報告
第２回臨時議会が２月12日に開催され、次の案件について審議しました。

▽城里町議会議員補欠選挙当選議員の議席の指定及び常任委員会委員の選任について
２月８日に行われた議会議員補欠選挙において当選した寺門博志議員の議席

及び常任委員会を次のとおり決定しました。

▽城里町農業委員会委員の推薦の取り消しについて
１月26日の第１回臨時議会において議会で農業委員に推薦した森

もり

島
しま

珠
たま

江
え

さん
から辞退届が提出され、推薦を取り消すことに決定しました。

【問合せ】 議会事務局　 029－288－3111（内線301、302）

議会からのお知らせ

寺門博志 議員

議席 氏　名 委 員 会

３番 寺
てら

門
かど

博
ひろ

志
し

総務常任委員会
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城里町農業委員会委員一般選挙の結果
（１月25日執行）

任期満了に伴う城里町農業委員会委員一般選挙が１月25日（日）、町内10か所の投票所で行われ、同日
午後７時30分からコミュニティセンター城里で即日開票されました。
候補者別得票数と各選挙区における投票結果は次のとおりです。

※第３選挙区については立候補者が定数を超えませんでしたので、無投票で３人が当選しました。

＜候補者別の得票数＞　　　（午後８時30分確定） （午後８時25分確定）

城里町農業委員会委員が決定しました
２月16日に第１回臨時総会が開催され、農業委員会委員の役職及び担当区域が決定しました。

【問合せ】 農業委員会事務局　 029－288－3111（内線360～362）

会　長
磯部　昇

選挙結果 候補者氏名 得 票 数
当選 松 284票
当選 園部　　廣 236.614票
当選 檜山　成一 220票
当選 片根 218票
当選 磯部　　昇 195票
当選 所　　和明 174票
当選 河亦　　博 148.385票

飯村　勝實 44票
無　効 9票

第　１
選挙区

選挙結果 候補者氏名 得 票 数
当選 三村　一夫 294票
当選 稲川　義一 265票
当選 黒澤　正行 187票
当選 加藤木一典 171.209票
当選 長谷川　毅 127票
当選 加藤木勝利 111.790票

小林　講一 81票
無　効 3票

第　２
選挙区

選挙結果 候補者氏名 得 票 数
当選 富田　　昇 －
当選 勝村　忠次 －
当選 片岡　藏之 －

氏　　名 担　当　区　域 備　考
片根　 新町区、石塚４・５・６・７区、石塚西区、大堀区
三村由利子 石塚１・２・３区、那珂西２・３区 議会推薦
檜山　成一 那珂西１区、中妻区、上泉区
松 増井１・２区、磯野区
園部　　廣 上入野１・２区
所　　和明 上青山区、下青山区、勝見沢区
河亦　　博 春園区、小坂区
磯部　　昇 下古内１・２・３区 会長
所　　周造 農協推薦
黒澤　正行 上圷区の一部、下圷区
稲川　義一 上圷区の一部、粟区
加藤木一典 北方区
加藤木勝利 高久区
小林　輝男 錫高野区 土地改良区推薦
三村　一夫 孫根区、岩船区、高根区
小松 三夫 阿波山１・２区 議会推薦
長谷川　毅 上阿野沢区、下阿野沢区、御前山区
片岡　藏之 徳蔵区、上下赤沢区、大真区
勝村　忠次 小勝１・２区
仲田　澄雄 上古内区 農協推薦
富田　　昇 塩子１・２・３区 会長代理

第　３
選挙区

第　１
選挙区

第　２
選挙区

第　３
選挙区

選挙区 有権者数（人） 投票者数（人） 投 票 率
第１ 2,264 1,529 67.54％
第２ 1,922 1,240 64.52％

＜各選挙区の投票状況＞

【問合せ】 城里町選挙管理委員会 029－288－3111

農地に関する届出、
相談等がありましたら、
お気軽に農業委員また
は事務局までお問い合
わせください。

会長職務代理者
富田　昇
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交
通
死
亡
事
故
連
続
ゼ
ロ
記
録

３
６
５
０
日
達
成

物
産
セ
ン
タ
ー
山
桜
に
お
い

て
、
２
月
15
日

、
七
会
地
区

交
通
死
亡
事
故
連
続
ゼ
ロ
記
録

３
６
５
０
日
達
成
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

七
会
地
区
で
は
、
平
成
11
年

１
月
28
日
か
ら
交
通
死
亡
事
故

連
続
ゼ
ロ
記
録
を
更
新
し
て
お

り
、
平
成
21
年
１
月
28
日
に
３
６
５
０
日
（
10
年
間
）

の
記
録
を
達
成
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
笠
間
警
察
署
長
か
ら
交
通
安
全
協
会
城

里
支
部
七
会
分
会
、
七
会
地
区
交
通
安
全
母
の
会
に
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
、
日
頃
の
地
域
の
方
々
の

地
道
な
交
通
安
全
活
動
に
感
謝
の
言
葉
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

第
３
回
家
庭
教
育
学
級

１
月
24
日

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里

で
第
３
回
家
庭
教
育
学
級
が
開
催
さ
れ
、
講
師
に

井
上
忠
志
先
生
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ネ
ク
ス
ト
代
表
）

を
迎
え
、「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
マ
ー
チ
に
学
ぶ
生

き
る
勇
気
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

井
上
先
生
は
、
参
加
型
学
習
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
）
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
取
り
入
れ
た
講
演
の
な
か

で
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
マ
ー
チ
の
歌
詞
か
ら
は
学

ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
互
い
の
理
解
を
促
進

し
て
い
く
う
え
で
重
要
で
あ
る
こ
と
、
価
値
観
の
違
い
を
理
解
す
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
マ
ー
チ
の
歌
詞
が
こ
ん
な
に

も
深
い
意
味
を
持
つ
と
は
今
ま
で
感
じ
て
い
な
か
っ
た
の
で
驚
い
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
人
と

人
が
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
こ
と
の
意
義
を
子
供
に
も
伝
え
て
い
き

た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
価
値
観
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
契
機
と
な
り
、

人
は
み
ん
な
違
っ
て
い
て
い
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
。」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

赤
十
字
救
援
車
を
寄
贈

災
害
救
護
用
の
車
両

「
赤
十
字
救
援
車
」
が
、

１
月
30
日
、
日
本
赤
十
字

社
茨
城
県
支
部
か
ら
城
里

町
分
区
に
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。救

援
車
は
、
災
害
救
護

体
制
の
充
実
強
化
の
た
め

昭
和
46
年
か
ら
県
内
の
各

地
区
・
分
区
に
配
備
さ
れ

て
お
り
、
災
害
救
護
を
は
じ
め
と
す
る
赤
十

字
の
活
動
や
地
域
福
祉
の
推
進
に
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
毎
年
５
月
に
皆

さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
日
赤
一
般
社
資
、

そ
し
て
事
業
所
や
個
人
か
ら
の
寄
付
金
（
特

別
社
資
）
な
ど
が
、
費
用
の
一
部
と
な
っ
て

い
ま
す
。
町
で
は
、
新
し
い
車
両
も
含
め
現

在
３
台
の
救
援
車
を
保
有
し
、
業
務
に
役
立

て
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
水
戸
　
町
内
小
中
学
校
に

「
米こ

め

糠ぬ
か

石
鹸
」
を
寄
贈

子
ど
も
た
ち
に
米
の
機

能
性
を
学
ん
で
ほ
し
い

と
、
Ｊ
Ａ
水
戸
か
ら
管
内

の
小
中
学
校
に
「
米
糠
石

鹸
」が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

「
米
糠
石
鹸
」
は
、
米

の
精
米
過
程
で
出
る
ぬ
か

か
ら
作
ら
れ
た
も
の
で
、

原
料
に
は
学
校
給
食
で
食
べ
ら
れ
て
い
る
地

元
産
の
米
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

寄
贈
さ
れ
た
せ
っ
け
ん
は
、
町
内
の
小
中

学
校
で
、
児
童
・
生
徒
ら
の
手
洗
い
用
せ
っ

け
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

七
会
西
小
で
人
権
教
室

子
ど
も
た
ち
に
人
権
に
つ
い
て

考
え
て
も
ら
お
う
と
、
町
の
人
権

擁
護
委
員
が
講
師
を
務
め
、
各
小

学
校
で
人
権
教
室
を
行
っ
て
い
ま

す
。
２
月
20
日
に
は
、
七
会
西
小

学
校
で
阿
久
津
紘
委
員
（
小
勝
）
に

よ
る
授
業
を
実
施
。
い
じ
め
を
題

材
に
し
た
ビ
デ
オ
を
も
と
に
、
４

年
生
の
児
童
10
人
が
「
い
じ
め
は
そ
の
人
の
未
来
を
変

え
て
し
ま
う
。
い
じ
め
は
大
人
に
相
談
す
る
。」
な
ど
の

意
見
を
発
表
し
、
人
権
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

介
護
予
防
講
演
会

２
月
12
日

、
町
社
会
福
祉
協

議
会
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

主
催
に
よ
る
介
護
予
防
講
演
会
が

行
わ
れ
、
町
民
ら
約
３
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
町
の
保
健
師
か

ら
町
の
高
齢
者
と
介
護
保
険
の
現

状
に
つ
い
て
の
説
明
、
県
立
健
康

プ
ラ
ザ
管
理
者
の
大
田
仁
史
先
生
に
よ
る
「
介
護
予
防

で
地
域
力
を
高
め
よ
う
」
と
題
し
た
基
調
講
演
、
ま
た
、

地
域
で
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
方

と
参
加
し
て
い
る
方
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
基
調
講
演
を
行
っ
た
大
田
仁

史
先
生
が
座
長
を
務
め
、
現
在
、
社
会
福
祉
協
議
会
が

積
極
的
に
支
援
を
行
っ
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

家
に
と
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
も
、
実
際
に
「
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
に
参
加
し
た
方
の
「
参
加
し
て
楽
し

か
っ
た
」
と
い
う
声
を
聞
け
ば
、
参
加
へ
の
興
味
を
持

つ
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

式典の後に行われた交通安全キャンペーン
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元
気
で
か
し
こ
い
子
ど
も
に
！

１
月
27
日

、
常
北
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

常
北
幼
稚
園
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
料
理
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
料
理
教
室
は
、
食

育
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
子

ど
も
の
嫌
い
な
野
菜
も
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
、
料
理
の
専
門
家
か
ら
調
理
の
工
夫

に
つ
い
て
の
コ
ツ
が
伝
授
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
「
元
気
で
か
し
こ
い

子
ど
も
」
を
育
て
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、

煮
込
み
ハ
ン
バ
ー
グ
、
カ
ジ
キ
と
さ
つ
ま
芋
の

ホ
ワ
イ
ト
シ
チ
ュ
ー
、
苺
の
バ
バ
ロ
ア
が
作
ら

れ
ま
し
た
。

地
元
産
の
旬
の
食
材
を
使
い
、
な
お
か
つ
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
組
み
合
わ
せ
で
、
子
ど

も
が
苦
手
と
す
る
魚
や
野
菜
が
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
る
調
理
の
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
盛
り
付
け
に
も
ひ
と
手
間
か
け
、
見
た
目

に
も
楽
し
い
料
理
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
保
護
者
の
方
か
ら
は
、「
今
ま
で

料
理
は
我
流
で
や
っ
て
い
た
が
、
コ
ツ
を
つ
か

む
と
こ
ん
な
に
違
う
の
か
と
思
っ
た
。
イ
チ
ゴ

の
切
り
方
ひ
と
つ
変
え
る
だ
け
で
、
こ
ん
な
に

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
雰
囲
気
に
な
る
と
は
驚
き
ま
し

た
」
と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

防
犯
灯
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

１
月
20
日

に
東
京
電
力
㈱
常

陸
大
宮
営
業
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
町

に
防
犯
灯
５
基
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。今

回
寄
贈
さ
れ
た
防
犯
灯
は
、

那
珂
西
地
区
・
下
圷
地
区
を
は
じ

め
町
内
の
各
地
に
設
置
さ
れ
、
地

域
の
安
全
や
防
犯
対
策
の
た
め
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

梅
大
使
　
本
町
を
訪
問

１
月
26
日

、「
水
戸
の
梅
ま
つ
り
」
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
水
戸
梅
大
使
10
人
が
本
町

を
訪
れ
、
赤
津
副
町
長
、
鯉
渕
議
長
、
三

村
副
議
長
が
歓
迎
の
出
迎
え
を
し
ま
し
た
。

梅
ま
つ
り
は
２
月
20
日

か
ら
３
月
31

日

の
期
間
、
水
戸
市
の
偕
楽
園
や
弘
道

館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。

石
塚
ビ
ッ
ク
ス

準
優
勝

11
月
29
日

か
ら
４
日
間
の
日
程
で
行

わ
れ
た
第
25
回
潮
来
市
長
杯
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
球
技
大
会
で
、
石
塚
ビ
ッ
ク
ス
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。

第
１
回
古
内
ド
リ
ー
ム
杯
開
催

１
月
24
日

・
25
日

の
２
日
間
に
わ
た
り
、
石
塚
小
学
校

体
育
館
に
お
い
て
、
古
内
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
主
催
に
よ
る
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
少
年
団
を
卒
団
し
て
い

く
６
年
生
を
メ
イ
ン
と
し
た
大
会
で
、
近

隣
市
町
か
ら
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

上
位
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
１
位

前
渡
ミ
ニ
バ
ス
少
年
団

第
２
位

み
の
り
ミ
ニ
バ
ス
少
年
団

第
３
位

岩
間
ミ
ニ
バ
ス
少
年
団

第
４
位

古
内
ミ
ニ
バ
ス
少
年
団

「
わ
た
し
た
ち
の
圷
」
を
み
ご
と
に
表
現

２
月
１
日

に
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
学
校
ダ
ン

ス
発
表
会
」（
茨
城
県
女
子
体
育
連
盟
主
催
）
が
開
催
さ

れ
、
町
内
か
ら
圷
小
学
校
３
年
生
が
参
加
し
、「
わ
た
し

た
ち
の
圷
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ダ
ン
ス
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
学
ん
で
き

た
、
那
珂
川
や
桂
川
、
生
物
や
植
物
な
ど
、
圷
の
自
然

を
ダ
ン
ス
で
表
現
し
ま
し
た
。
昆
虫
や
水
鳥
、
清
流
の

魚
た
ち
、
花
や
草
木
、
木
の
葉
の
舞
い
な
ど
、
豊
か
な

自
然
の
様
子
を
子
ど
も
ら
し
く
表
現
し
た
発
表
に
、
客

席
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
に
上
が
る
前
に
は
緊

張
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
の
顔

も
、
発
表
が
終
わ
る
と
、
自
分
た

ち
が
作
り
上
げ
て
き
た
ダ
ン
ス
を

上
手
に
発
表
で
き
た
こ
と
へ
の
満

足
感
で
笑
顔
に
変
わ
り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
ひ
と

つ
の
ダ
ン
ス
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
大
き
な
成

長
を
と
げ
た
よ
う
で
し
た
。

カジキとさつまいもの組み
合わせが意外に合います！
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「地震防災対策特別措置法の一部を改正する法律（平成20年法律第72号）」が、平成20年6月18日付で施行さ
れ、大規模な地震により倒壊または崩壊の危険性が高いとされている学校施設について、早急に耐震化の措置
を講じることとされました。
また、そのなかで地方公共団体に対し、その設置する公立の幼稚園、小学校、中学校、中等教育学校の前期

課程並びに特別支援学校の幼稚部、小学部及び中学部の校舎等について、耐震診断実施及び診断結果の公表が
義務付けられました。
城里町では、耐震診断の対象となる２階建て以上また

は200㎡以上の小中学校施設が、校舎８棟、屋内運動場
７棟の計15棟あり、その全てについて「耐震化優先度調
査」を平成18年度に実施しましたので、その結果を公表
します。

【優先度調査ランク一覧】 （平成18年度実施)

※優先度調査のランクは、①～⑤まであり、数字の小さいものほど耐震化の優先度が高くなります。

町は、優先度調査の結果を受け、この中で優先度順位が最も
高く危険性の大きい常北中学校の校舎について、平成22・23年
度中の改築を目標として、本年度、基本設計に着手しました。
また、その他の耐震性が確認されていない校舎・屋内運動場

についても、小学校再編との調整を図りながら、順次、耐震診
断の実施及び耐震補強工事等を行うこととし、本年度中に石塚
小学校校舎の耐震診断に着手します。
今後も、児童・生徒が、安心して学校生活を過ごせるよう、

安全の確保に努めていきます。

【問合せ】 教育委員会事務局　学校教育Ｇ（施設係） 029－288－7010

城里町立小中学校の
耐震化優先度調査の公表について

学 校 名 施設の 所 在 地 構 造 区 分 階数 建築年度 床面積 ランク
種類 （㎡） 優先度調査

1 石塚小学校 校舎 石塚2497 鉄筋コンクリート造 3 昭和54年 2,903 ④

2 小松小学校 校舎 上入野2910 鉄筋コンクリート造 3 昭和56年 1,666 ④

3 青山小学校 屋体 上青山410 鉄　 骨　 造 1 昭和53年 581 ⑤

4 古内小学校 校舎 下古内405 鉄筋コンクリート造 3 昭和48・49年 1,588 ④

5 古内小学校 屋体 下古内405 鉄　 骨　 造 2 昭和50年 487 ④

6 圷 小 学 校 校舎 上圷624 鉄筋コンクリート造 2 昭和55年 1,817 ⑤

7 圷 小 学 校 屋体 上圷624 鉄　 骨　 造 1 昭和47年 420 ③

8 岩船小学校 屋体 孫根291 鉄　 骨　 造 1 昭和49年 420 ⑤

9 北方小学校 屋体 北方1481 鉄　 骨　 造 1 昭和48年 420 ⑤

10 沢山小学校 校舎 下阿野沢156 鉄筋コンクリート造 2 昭和50・51年 1,221 ⑤

11 沢山小学校 屋体 下阿野沢156 鉄　 骨　 造 2 昭和45年 432 ⑤

12 常北中学校 校舎 下青山10 鉄筋コンクリート造 3 昭和34・35・36年 1,880 ①

13 常北中学校 校舎 下青山10 鉄筋コンクリート造 2 昭和35年 1,250 ③

14 常北中学校 校舎 下青山10 鉄筋コンクリート造 1 昭和37年 276 ④

15 桂 中 学 校 屋体 阿波山799 鉄　 骨　 造 2 昭和40年 766 ⑤

耐震化優先度調査は、個別の建物の安全性に
ついて判断する耐震診断とは異なり、危険性の
ある建物が複数ある場合に耐震化を図るべき順
番について調査するものです。
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■毎年４月１日の登録名義人（所有者）に課税されます
◎現在、次のような状態にある方は、変更手続きを３月31日（火）までに行ってください。変更手続き
がなされない場合は引き続き課税されます。

※４月１日（水）に廃車の手続きを行っても課税されますのでご注意ください。

◎手続き先は、所有の車両によって異なります。

■農耕車（トラクター等）のナンバー登録をしましょう
◎農耕作業用のトラクター、テーラー等で乗用できる物は、公道を走行しなくても課税の対象となりま
す。ナンバーをつけていない車両を所有している方は、車名、車体番号、排気量、認定番号の分かる
ものと印鑑をお持ちのうえ、税務課・桂支所・七会支所のいずれかで手続きをお願いします。

■納期限までに納めましょう
◎納税通知書が５月中旬に送付されますので、６月１日（月）までに納付してください。
◎心身障害者の方で一定の条件に該当する方は、納税通知書が届いてから納期限７日前（５月25日（月））
までに減免申請をすることにより、税の減免を受けることができます。

※減免対象者への通知は行っていません。毎年忘れずに手続きをしてください。

■納税証明書は車検の時まで大切に保管しましょう
◎納税通知書を使って軽自動車税を納めた方には、領収書と一緒に車検用の納税証明書をお渡しします
ので、車検の時まで車検証と一緒に大切に保管してください。

◎口座振替の方には、振替が確認され次第、はがきで納税証明書（継続検査用）を発送します。（６月
中旬発送予定）

※６月上旬までに車検を迎える方は、前年度の納税証明書を使用して５月29日（金）までに車検を受け
てください。

軽 自 動 車 税

「使用していない車両を所有している」 廃車手続き
「所有者が変更になった」 変更手続き
「住所が変更になった」 変更手続き
「車検証に記載してある内容と実態が違う」 変更手続き

車　　　　種 手　　続　　き　　先

原動機付自転車（125cc以下） 役場税務課 029－288－3111

小型特殊自動車
桂支所 029－289－2211
七会支所 0296－88－3111

軽二輪（125cc超250cc以下） 茨城陸運支局
二輪の小型自動車 （水戸市住吉町353） 050－5540－2017

三輪・四輪の軽自動車
軽自動車検査協会茨城事務所
（茨城町若宮887-59） 029－293－9989

【問合せ】 税務課　 029－288－3111（内線124）

について



8広報しろさと 2009年3月

町
で
は
、
毎
週
土
曜
日
の
午
前

中
、
本
庁
を
開
庁
し
、
町
民
課
窓

口
業
務
（
住
民
票
交
付
等
）を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
４
月
か
ら
税
務
課

の
窓
口
業
務
（
納
税
・
証
明
書
交

付
等
）
に
つ
い
て
も
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
　
日

平
成
21
年
４
月
か
ら

※
た
だ
し
、
申
告
期
間
（
２
〜
３

月
）
は
一
時
的
に
実
施
を
停
止

し
ま
す
。

時
　
間

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

対
象
と
な
る
税
務
課
窓
口
業
務

納
税
業
務
…
住
民
税
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税

証
明
書
交
付
業
務
…
①
納
税
証

明
書
（
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
）
②
所
得
証
明
書

③
課
税
証
明
書

④
所
得
課
税

証
明
書

⑤
非
課
税
証
明
書

⑥

土
地
（
家
屋
）
台
帳
閲
覧

現
在
、休
日
の
死
亡
届
は
、本
庁
、

桂
支
所
、七
会
支
所
で
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
が
、４
月
か
ら
死
亡
届
を
本
庁

の
み
受
け
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

期
　
日

平
成
21
年
４
月
か
ら

※
た
だ
し
、
死
亡
届
以
外
の
戸
籍

届
（
婚
姻
届
、
出
生
届
等
）
に

つ
い
て
は
、
現
行
ど
お
り
休
日

も
本
庁
、
桂
支
所
、
七
会
支
所

で
警
備
員
が
受
領
し
ま
す
。

心
の
病
気
に
関
す
る
こ
と
や
社

会
復
帰
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
等

に
つ
い
て
、
悩
み
を
抱
え
る
人
や

そ
の
ご
家
族
を
対
象
に
、
こ
こ
ろ

の
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
に
は
精
神
保
健
福
祉
士
・

保
健
師
が
応
じ
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

日
　
時

３
月
24
日

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

（
相
談
時
間
は
１
時
間
程
度
）

場
　
所

常
北
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法

事
前
に
左
記
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

城
里
町
高
校
生
会
で
は
、
と
も

に
活
動
す
る
高
校
生
会
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
町
内
在
住
に
限

ら
ず
、
こ
の
会
の
趣
旨
に
賛
同
す

る
高
校
生
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

興
味
が
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

入
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
の
行
事
や
子
ど
も
会
活
動
に

協
力
し
た
り
、
ふ
れ
あ
い
の
船
事

業
で
北
海
道
へ
子
ど
も
た
ち
を
引

率
す
る
な
ど
活
動
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。「
地
域
の
た
め
に
何
か
し
た

い
」「
子
ど
も
と
遊
ぶ
の
が
大
好

き
」「
将
来
、
保
育
士
や
教
師
に

な
り
た
い
」「
何
か
に
挑
戦
し
て

み
た
い
」「
友
だ
ち
を
つ
く
り
た
い
」

そ
ん
な
高
校
生
も
大
歓
迎
で
す
。

毎
月
第
２
土
曜
日
午
後
２
時
か

ら
常
北
公
民
館
会
議
室
で
定
例
会

を
開
い
て
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る

方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

絵
本
や
か
み
し
ば
い
の
読
み
聞

か
せ
会
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
申
込
不
要
）

日
　
時

３
月
21
日

午
前
11
時
か
ら

場
　
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

城
里
図
書
室

全
国
的
に
携
帯
電
話
に
よ
る
多

く
の
問
題
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

を
受
け
、
文
部
科
学
省
で
は
、
小

中
学
校
の
「
携
帯
電
話
の
持
ち
込

み
を
原
則
禁
止
」
の
指
針
を
決
定

し
ま
し
た
。町
教
育
委
員
会
で
は
、

学
校
長
会
の
方
針
と
し
て
、
以
前

か
ら
学
校
へ
の
携
帯
電
話
の
持
ち

込
み
の
禁
止
を
指
導
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
、
こ
の
指
針
を
受
け
、

左
記
の
と
お
り
更
に
指
導
を
徹
底

す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
保
護
者
の

方
々
に
も
ご
理
解
い
た
だ
き
、
お

子
さ
ん
へ
の
指
導
を
お
願
い
し
ま

す
。

携
帯
電
話
の
学
校
へ
の
持
ち
込
み

に
つ
い
て

①
携
帯
電
話
の
学
校
へ
の
持
ち
込

み
を
禁
止
す
る
。

土
曜
日
の
窓
口
業
務
に
つ
い
て

休
日
の
死
亡
届
の
受
付
に
つ
い
て

こ
こ
ろ
の
相
談
会
の
ご
案
内

問
合
せ

税
務
課（
内
線
１
２
０
）

０
２
９
―
２
８
８
―
３
１
１
１

問
合
せ

町
民
課
（
内
線
１
１
２
）

０
２
９
―
２
８
８
―
３
１
１
１

申
込
先
・
問
合
せ

健
康
福
祉
課

０
２
９
―
２
４
０
―
６
５
５
０

問
合
せ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里

０
２
９
―
２
８
８
―
６
１
０
０

広　告

平
成
21
年
度

高
校
生
会
の
会
員
募
集

コ
ミ
セ
ン
城
里
図
書
室

読
み
聞
か
せ
会
の
お
知
ら
せ

携
帯
電
話
の
学
校
へ
の
持
ち

込
み
禁
止
に
つ
い
て

入
会
申
込
先
・
問
合
せ

教
育
委
員
会
事
務
局

０
２
９
―
２
８
８
―
３
１
３
５

ふれあいの船事業
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②
無
断
で
持
ち
込
ん
だ
場
合
に

は
、
学
校
で
預
か
り
保
護
者
に

返
却
す
る
。

③
や
む
を
得
ず
持
ち
込
む
場
合
に

は
、
登
校
し
た
時
点
で
担
任
に

預
け
、
下
校
時
に
返
却
す
る
。

④
子
ど
も
に
携
帯
電
話
を
持
た
せ

る
際
に
は
、
各
社
の
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス(

有
害
サ
イ

ト
ア
ク
セ
ス
制
限
サ
ー
ビ
ス)

を
利
用
す
る
。

※
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、
保
護
者
の
努
力
義

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
広
報
し

ろ
さ
と
１
月
号
（
No.
48
）「
お

子
さ
ん
の
ケ
ー
タ
イ
に
は
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
」
を
参
考
に
し
、
慎
重
な
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。

定
額
給
付
金
事
業
が
開
始
さ
れ

る
見
通
し
と
な
り
、
今
後
市
町
村

の
担
当
者
を
か
た
っ
た
「
定
額
給

付
金
」
を
口
実
と
す
る
振
り
込
め

詐
欺
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の

で
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

す
で
に
、
市
町
村
職
員
を
名
乗

る
者
が
、

①
「
定
額
給
付
金
の
給
付
に
必
要

が
あ
る
の
で
、
家
族
構
成
や
個

人
名
、
口
座
番
号
を
教
え
て
も

ら
い
た
い
」
と
し
て
個
人
情
報

の
提
供
を
求
め
る
。

②
「
定
額
給
付
金
に
関
す
る
通
知

を
送
っ
た
が
届
い
て
い
る
か
。

届
い
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
電

話
し
て
欲
し
い
」
と
、
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
へ
電
話
す
る
よ
う
求

め
る
。

③
「
定
額
給
付
金
の
給
付
の
た
め

の
手
続
き
が
混
み
合
っ
て
い
る

の
で
、
通
帳
を
も
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ

ま
で
行
き
、電
話
し
て
欲
し
い
」

と
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
番
号

を
伝
え
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
か
せ
よ

う
と
す
る
。

な
ど
の
電
話
を
受
け
た
事
例
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
、
市
町
村
等
か
ら
家

族
構
成
や
銀
行
口
座
の
番
号
な
ど

個
人
情
報
を
照
会
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
不
審
な
電
話
を
受
け

た
場
合
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

２
０
１
１
年
７
月
の
地
上
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
へ
の
完

全
移
行
に
向
け
て
、
テ
レ
ビ
受
信

者
の
皆
さ
ん
の
デ
ジ
タ
ル
化
対
応

に
関
す
る
相
談
対
応
や
支
援
等
を

行
う
た
め
の
拠
点
と
し
て
、
水
戸

市
内
に
「
総
務
省
茨
城
県
テ
レ
ビ

受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置

さ
れ
、
２
月
２
日
か
ら
業
務
を
開

始
し
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
対
応
に
つ
い
て
の

相
談
等
に
は
、
訪
問
を
含
む
個
別

の
対
応
を
行
う
ほ
か
、
地
域
で
の

集
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
場
を
利
用
し

て
説
明
会
な
ど
を
行
う
予
定
で

す
。電

話
で
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
「
総
務
省
地
上

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受

信
相
談
セ
ン
タ
ー
」（
地
デ
ジ
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
）
が
一
括
し
て
対

応
し
、「
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ

ン
タ
ー
」
と
連
携
・
協
力
し
て
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
普
及
促
進
を

図
り
ま
す
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
第
21
回
東
海
さ
く
ら
ま
つ
り

期
　
間

４
月
１
日

〜
20
日

※
４
月
11
日

・
12
日

は
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

場
　
所

阿
漕
ヶ
浦
公
園

（
Ｊ
Ｒ
東
海
駅
か
ら
バ
ス
で
20

分
。
国
道
２
４
５
号
沿
い
）

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
時
間
　

日
没
〜
午
後
９
時

●
八
重
桜
ま
つ
り
（
那
珂
市
）

期
　
間

４
月
25
日

〜
５
月
４

日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

４
月
25
日

、26
日

、29
日

午
後
９
時
ま
で

場
　
所

静
峰
ふ
る
さ
と
公
園

●
涸
沼
自
然
公
園
（
茨
城
町
）

涸
沼
の
ほ
と
り
の
自
然
を
丸
ご

と
ア
ウ
ト
ド
ア
施
設
に
し
た
公
園

で
す
。
３
４
・
５
ha
の
広
さ
の
中

に
は
、
テ
ン
ト
サ
イ
ト
、
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
、
涸
沼
を
一
望
で
き

る
太
陽
の
広
場
や
渓
流
の
あ
る
せ

せ
ら
ぎ
広
場
、
約
２
㎞
の
散
策
路

な
ど
が
あ
り
、
様
々
な
楽
し
み
方

が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

利
用
期
間

４
月
25
日

〜
10
月

31
日

※
予
約
受
付
中
で
す
。

広　告

お
出
か
け
く
だ
さ
い
！

おお
出
か
け
く
だ
さ
い
！

問
合
せ

教
育
委
員
会
事
務
局

０
２
９
―
２
８
８
―
７
０
１
０

定
額
給
付
金
を
め
ぐ
る

詐
欺
に
つ
い
て

問
合
せ

笠
間
警
察
署

０
２
９
６
―
７
３
―
０
１
１
０

問
合
せ
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

０
５
７
０
―
０
７
―
０
１
０
１

問
合
せ

東
海
村
観
光
協
会

０
２
９
―
２
８
２
―
１
７
１
１

問
合
せ

那
珂
市
商
工
観
光
課

０
２
９
―
２
９
８
―
１
１
１
１

問
合
せ
涸
沼
自
然
公
園
管
理
事
務
所

０
２
９
―
２
９
３
―
７
４
４
１

総
務
省
茨
城
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援

セ
ン
タ
ー
が
業
務
を
開
始
し
ま
す
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市町村合併の進展や、高速道路網・情報通信手段の整備状況などの社会変化に対
応し、平成21年４月１日から、地方総合事務所などの県の出先機関を再編します。

【問合せ】 県人事課　 029－301－2267

県の出先機関が変わります！

国
保
七
会
診
療
所

白
土
　
綾
佳

胃
ろ
う
に
つ
い
て

胃
ろ
う
と
は
、
胃
袋
へ
の
瘻
孔

ろ
う
こ
う

（
ト
ン
ネ
ル
）
の
こ
と
で
、
お
腹

の
皮
膚
か
ら
直
接
胃
へ
つ
な
が
る

道
を
作
り
栄
養
剤
を
入
れ
る
方
法

で
、
脳
梗
塞
な
ど
で
寝
た
き
り
に

な
り
、
口
か
ら
食
事
を
取
る
の
が

難
し
い
方
な
ど
で
適
応
と
な
り
ま

す
。メ

リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
①
誤
嚥

の
危
険
が
減
り
、
定
期
的
に
栄
養

を
補
給
で
き
る
、
②
胃
や
腸
を
使

う
の
で
、
吸
収
の
方
法
が
点
滴
よ

り
は
自
然
で
あ
る
、
③
食
事
の
介

護
に
手
間
が
か
か
る
場
合
、
胃
ろ

う
の
方
が
介
護
時
間
が
減
る
こ
と

が
多
い
、な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

以
前
、
介
護
施
設
に
入
所
中
の

母
親
を
持
つ
息
子
さ
ん
が
、「
施

設
の
ス
タ
ッ
フ
に
、
母
に
胃
ろ
う

を
作
っ
た
方
が
い
い
と
言
わ
れ
て

来
ま
し
た
。」
と
、
相
談
に
み
え

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
方

の
胃
ろ
う
へ
の
認
識
は
、「
よ
く

分
か
ら
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
作

っ
て
お
い
た
方
が
い
い
ら
し
い
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。

胃
ろ
う
を
作
る
処
置
は
、
15
分

程
度
で
済
む
比
較
的
小
さ
な
手
術

で
す
が
、
命
に
関
わ
る
合
併
症
が

起
こ
る
確
率
が
ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
然
経
過
で
は
衰
弱
し
て

し
ま
う
方
の
残
り
の
時
間
を
延
ば

す
と
い
う
意
味
で
「
延
命
処
置
」

で
も
あ
り
ま
す
。
必
ず
し
も
延
命

が
悪
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
口
か
ら
食
事
が
取

れ
な
く
な
っ
て
き
た
ら
そ
れ
が
そ

の
人
の
寿
命
」
と
す
る
考
え
方
も

あ
り
ま
す
し
、「
口
か
ら
食
事
が

取
れ
な
く
て
も
生
き
な
が
ら
え
て

欲
し
い
」
と
い
う
考
え
方
も
あ
り

ま
す
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
と
か
間

違
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
で
は
な

く
、
価
値
観
の
違
い
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
決
断
を
す
る
の
は

ご
本
人
で
あ
り
、
ご
家
族
で
す
。

口
か
ら
も
の
を
食
べ
る
と
む
せ

て
肺
炎
を
起
こ
し
て
し
ま
う
方
も

い
ま
す
。
そ
れ
が
嫌
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
医
療
者
や
施
設
ス
タ
ッ
フ

が
、
本
人
が
食
べ
た
が
っ
て
い
る

お
饅
頭
を
取
り
上
げ
て
胃
ろ
う
に

す
る
と
す
れ
ば
、
長
く
な
っ
た
残

り
の
時
間
は
誰
の
も
の
に
な
る
の

で
し
ょ
う
？
自
分
で
判
断
が
で
き

る
元
気
な
頃
の
ご
本
人
だ
っ
た
ら

胃
ろ
う
を
望
む
だ
ろ
う
か
。
判
断

が
難
し
い
場
合
は
、
近
く
に
い
る

家
族
の
方
で
よ
く
話
し
合
い
、
決

断
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

Dr.

健
康
コ
ラ
ム

茨城県からのお知らせ

県北地方総合事務所

県民相談、環境保全、建築確認など （総務課・企画振興室・県 本庁各業務担当課民生活課・商工労政課・環
境保全課・建築指導課）

生活保護、母子寡婦自立支援など 県北地方総合事務所 福祉相談センター（福祉課）

県北地方総合事務所
（農政課・地域農業振興室・
農業課・畜産振興課・林務 県央農林事務所

農林業の振興、農地転用許可など 課・森林土木課）
水戸土地改良事務所

笠間地域農業改良普及センター
※城里町は再編後も管轄事務所は変わりません。

県税の収納、納税証明など 水戸県税事務所
※城里町は再編後も管轄事務所は変わりません。

工事の入札・執行、占用許可など 水戸土木事務所
※城里町は再編後も管轄事務所は変わりません。

医療機関立入検査、生活習慣病予防、 水戸保健所
感染症対策、食品営業許可など ※城里町は再編後も管轄事務所は変わりません。

●城里町の場合 現　　　在 平成21年４月1日から

出先機関を再編し、
行政のスリム化を
図ります

平成 年
月 日から
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寒
林
の
奥
の
明
る
さ
何
か
棲
む

飯
　
田
　
勇
　
一

長
鳴
き
の
雉
の
旋
回
霜
強
し

山
　
崎
　
正
　
行

置
き
去
り
し
梅
の
盆
栽
咲
き
に
け
り

仲
　
田
　
ま
ち
ゑ

川
幅
は
昔
と
同
じ
い
ぬ
ふ
ぐ
り

高
　
橋
　
芦
　
江

強
き
風
パ
ン
ジ
ー
揺
ら
し
吹
き
抜
け
し

森
　
　
　
静
　
江

薄う
す

氷ら
い

の
模
様
日
に
解
け
は
じ
め
け
り

鯉
　
渕
　
寿
美
恵

南
天
が
目
茶
苦
茶
に
揺
れ
客
来
た
る

飯
　
村
　
愛
　
子

戻
り
来
て
柊
の
花
た
し
か
め
し

菊
　
川
　
け
　
さ

ほ
こ
ろ
び
の
多
き
春
服
母
ゆ
づ
り

い
そ
べ
　
き
　
よ

待
合
室
の
読
み
か
け
絵
本
梅
咲
け
り

竹
　
内
　
幸
　
子

蕎
麦
処
水
仙
の
香
に
賑
は
へ
り

飯
　
村
　
昭
　
子

蚕え
ん

豆ど
う

の
霜
除
け
の
藁
子
守
歌

中
　
野
　
千
賀
子

覚
悟
と
は
揺
れ
動
く
も
の
冬
の
月

今
　
瀬
　
多
代
美

堂
堂
と
咲
い
て
美
し
寒
菫

田
　
所
　
厚
　
子

ぞ
っ
く
り
と
木
蓮
蕾
風
光
る

瀬
　
谷
　
博
　
子

父
子
三
代
ど
ん
ど
の
煙
胸
に
当
て

岩
　
下
　
金
　
司

楪
ゆ
ず
り
はや
重
そ
う
な
葉
は
ま
だ
赤
木

田
　
口
　
勝
　
元

岸
壁
で
海
を
見
守
る
六
角
堂

東
　
見
　
登
美
子

や
わ
ら
か
に
冬
陽
の
中
に
群
れ
て
咲

く
水
仙
の
黄
に
し
あ
わ
せ
重
ぬ

大
　
森
　
久
　
子

各
流
派
集
へ
て
御
詠
歌
の
発
表

会
心
靜
め
て
舞
台
に
坐
せ
り

佐
　
川
　
あ
　
や

寺
々
の
距
離
間
近
し
十
七
ヵ
寺
の
予

定
に
二
ヵ
寺
を
加
ふ
る
巡
拝

杉
　
山
　
み
ち
こ

一
泊
の
湯
宿
に
心
の
温
も
り
を

深
め
て
流
す
歌
声
に
拍
手

宮
　
本
　
ふ
み
江

師
走
な
か
深
閑
と
せ
る
山
中
に
木
を

伐
る
夫
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
響
る

所
　
　
　
美
恵
子

わ
が
生
活

た
つ
き

潤
す
小
さ
な
菜
園
の

虫
を
潰
せ
ば
秋
の
風
沁
む

青

京
　
子

い
で
ゆ
に
て
ま
た
食
事
を
し
つ
つ
富
士

を
拝
む
日
本
一
の
山
に
よ
き
年
を
願
ふ

山
　
形
　
式
　
妙

夕
ぐ
れ
て
介
護
施
設
の
窓
辺
み

な
温
か
き
色
に
灯
の
点
り
た
り

渡
　
辺
　
千
紗
子

回
復
の
義
姉

あ

ね

米
寿
に
て
三
味
線

も
習
ひ
始
め
る
元
気
な
日
々
ぞ

秋
　
山
　
愛
　
子

昨
年
の
春
露
地
に
下
し
た
福
寿

草
倍
に
株
立
ち
春
待
ち
て
お
り

阿
良
山
　
ウ
メ
ノ

オ
バ
マ
次
期
世
界
を
躍
動
す
る
お
方

如
月
の
空
に
梅
花
笑
み
初
む

仲
　
田
　
こ
　
う

観
梅
に
行
き
て
買
い
に
し
雪
割
草
夫

と
の
思
い
出
早
や
芽
を
出
し
ぬ

岩
　
下
　
美
知
野

節
分
の
夫
の
豆
ま
く
福
は
内
今

年
も
皆
の
健
康
祈
る

鶴
　
田
　
す
　
が

毎
日
の
食
事
出
来
る
を
感
謝
し

て
我
れ
細
々
と
寒
中
に
生
き
る

富
　
田
　
欽
　
子

霜
の
朝
北
風
寒
き
古
里
を
今
い

か
に
ぞ
と
友
の
な
つ
か
し

市
　
川
　
義
　
子

暖
冬
と
思
い
し
に
突
如
筑
波
嶺
に
初

雪
あ
り
し
と
う
「
寒
」
戻
り
し
か

枝
　
　
　
不
　
美

初
春
の
ひ
か
り
暖
か
き
庭
に
立
つ
老

梅
の
蕾
も
ふ
く
ら
み
初
め
ぬ

片
　
見
　
和
　
枝

山
並
み
を
朱
金

し
ゅ
き
ん

の
濃
淡
に
染
め
に
つ

つ
沈
ま
む
と
す
る
「
寒
」
の
夕せ

き

陽よ
う

川
　
上
　
千
代
子

小
寒
の
夜
空
に
光
る
満
天
の
星

座
に
妙た

え

な
る
親
し
み
覚
ゆ

島
　
　
　
愛
　
子

遮
断
機
の
な
き
踏
切
を
渡
り
来
て
近

道
な
ら
む
ス
ー
パ
ー
め
ざ
す

多
　
田
　
志
保
子

我
の
み
の
宛
て
名
の
賀
状
遠
く
は
な

れ
住
め
る
友
よ
り
久
々
に
届
く

坪
　
井
　
き
よ
子

孫
達
に
夫
の
手
か
ら
与
え
む
と

お
年
玉
ひ
と
つ
づ
つ
渡
し
や
る

萩
　
谷
　
登
喜
子

庭
木
々
に
よ
べ
の
雫
が
光
り
ゐ

て
小
鳥
さ
ざ
め
き
一ひ

と

日ひ

春
め
く

冨
　
田
　
佐
智
子

ス
ー
ダ
ラ
節
地
で
生
き
た
い
よ
こ
の
時
世

富
　
田
　
多
　
蔵

カ
ウ
ン
タ
ー
へ
だ
て
て
も
ら
う
や
さ
し
さ
を

永
　
井
　
英
　
陽

御
前
山
水
な
し
皇
都
橋
渡
る

中
　
島
　
芳
　
春

カ
ー
ナ
ビ
が
黙
り
こ
ん
で
る
田
舎
道

山
　
本
　
隆
　
荘

町
で
は
、
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
優
秀
な
生
徒
で
あ

り
な
が
ら
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
高
等
学
校
（
養
護
学
校
高
等
部
等

を
含
む
）、
高
等
専
門
学
校
ま
た
は
大
学
に
お
け
る
修
学
が
困
難
な
方

に
学
資
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
奨
学
生
に
応
募
さ
れ
る

方
は
左
記
の
と
お
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

出
願
資
格

次
の
①
〜
⑤
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
町
内
に
１
年
以
上
居
住
し
、
引
き
続
き
事
実
上
生
活

の
本
拠
を
有
す
る

②
健
康
状
態
が
良
好
で
、
修
学
に

十
分
耐
え
う
る
と
認
め
ら
れ
る

③
人
物
・
学
業
と
も

優
良
で
あ
る

④
学
資
の
支
弁
が
困
難
で
あ
る

⑤
奨
学

資
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い
（
国
や
そ
の
他
団
体
か

ら
の
奨
学
金
を
受
け
、
ま
た
は
受
け
る
予
定
の
あ
る
方

は
城
里
町
奨
学
生
に
な
れ
ま
せ
ん
）

採
用
予
定
人
数

３
人

貸
与
月
額

高
校
生
・
高
等
専
門
学
生
／
３
万
円
以
内

大
学
生
／
５
万
円
以
内

貸
与
期
間

平
成
21
年
４
月
か
ら
在
学
す
る
学
校
の
正
規
の
修
業
期

間
ま
で

奨
学
資
金
の
返
還

無
利
子
で
貸
与
終
了
月
の
６
か
月
据
え
置
き
後
、

10
年
以
内
に
返
還

出
願
手
続

教
育
委
員
会
事
務
局
よ
り
出
願
書
類
を
受
領
し
、
奨
学

生
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
必
要
関
係
書
類

を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

出
願
書
類

①
奨
学
生
願
書
（
出
願
希
望
者
作
成
）
②
誓
約
書
（
〃
）

③
奨
学
生
推
薦
調
書
（
中
学
校
、
高
等
学
校
で
作
成
）

④
住
民
票
謄
本
（
世
帯
員
全
員
の
も
の
）
⑤
所
得
証
明

書
（
世
帯
の
生
計
を
支
え
る
も
の
１
人
）

申
込
期
限

４
月
17
日

問
合
せ

教
育
委
員
会
事
務
局
　

０
２
９
―
２
８
８
―
７
０
１
０

城
里
町
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
！
　
　
　

※
「
町
長
の
一
言
」
は
休
載
し
ま
す
。
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2月の新着図書から

▼断絶／堂場瞬一／中央公
論新社▼いらっしゃいま
せ／夏石鈴子／角川書店▼
エッジ上・下／鈴木光司／
角川書店▼仮想儀礼上・
下／篠田節子／新潮社▼死
刑基準／加茂隆康／幻冬舎
▼大金星／水野敬也／小学
館▼働くアンナの一人っ子
介護／荻野アンナ／グラフ
社▼夢の動物園／坂東元／
角川学芸出版▼自らの身は
顧みず／田母神俊雄／ワッ
ク▼薪割り礼讃／深沢光／
創森社▼ずるい人に騙され
た時どう生きるか／加藤諦
三／PHP研究所▼声に出し
て読みたい方言／斎藤孝／
草思社▼悪意／善意／江原
啓之／小学館▼子育てハッ
ピーセミナー／明橋大二／
1万年堂出版▼家庭ででき
る「農薬・食品添加物」の
落とし方／増尾清／PHP研
究所▼アメリカの中学教科
書で英語を学ぶ／林功／ベ
レ出版▼映像でよみがえる
昭和の鉄道第1～3巻／小学
館▼太田雄貴「騎士道」／
太田雄貴／小学館▼おかみ
さん／海老名香葉子／文芸
春秋▼反貧困／湯浅誠／岩
波書店▼病院の仕事としく
み／木村憲洋／ナツメ社▼
科学探偵部ビーカーズ！／
夏緑／ポプラ社▼ガフール
の勇者たち1～3／キャスリ
ン・ラスキー／メディアフ
ァクトリー

カレンダー 3・4月
日 月 火 水 木 金 土

3/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 4/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

門脇俊哉
文化出版局

新人物往来社

小川義男
中経出版

雁屋哲
遊幻舎

シ
ド
ニ
ー
子
育
て
記

旧
軍
史
跡

受
験
偏
重
、
詰
め
込
み
主
義
の
日

本
の
教
育
体
制
に
背
を
向
け
て
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
へ
。
そ
こ
で
出
会
っ
た

の
は
、
試
験
も
教
科
書
も
な
い
自
由

な
学
校
だ
っ
た
！
「
美
味
し
ん
ぼ
」

原
作
者
が
体
験
と
と
も
に
語
る
、
渾

身
の
教
育
論
。

日
本
各
地
に
遺
さ
れ
て
い
る
旧
軍

史
跡
を
「
司
令
部
・
師
団
・
聯
隊
」

「
航
空
隊
・
飛
行
場
」「
要
塞
・
砲

台
・
艦
艇
」「
学
校
・
実
験
場
・
工

廠
」
の
４
ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
て
、
写

真
と
と
も
に
紹
介
。

久世
オーム社

樋野興夫
小学館

が
ん
哲
学
外
来
の
話

脱
オ
タ
ク
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ガ
イ
ド

が
ん
に
な
っ
て
も
、
が
ん
で
は
死

な
な
い
。
こ
れ
が
病
気
と
共
存
す
る

「
天
寿
が
ん
」
の
知
恵
だ
！
「
病
気

で
も
人
生
を
楽
し
む
」
共
存
の
生
き

方
を
指
南
す
る
と
と
も
に
、「
い
の

ち
＆
こ
こ
ろ
」
を
支
え
る
言
葉
を
収

録
。服

装
を
変
え
た
い
け
れ
ど
、
ど
こ
か

ら
始
め
て
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
人
、

お
洒
落
が
苦
手
な
人
を
サ
ポ
ー
ト
。
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
『
脱
オ
タ
ク
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ガ
イ
ド
』
の
内
容
に
ス
ト
ー
リ
ー
マ

ン
ガ
と
新
た
な
情
報
を
プ
ラ
ス
し
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
基
本
を
紹
介
。

村山由佳
文芸春秋

山本兼一
ＰＨＰ研究所

利
休
に
た
ず
ね
よ

ダ
ブ
ル
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

わ
し
が
額
ず
く
の
は
、
美
し
い
も

の
だ
け
だ
…
。
お
の
れ
の
美
学
だ
け

で
天
下
人
・
秀
吉
と
対
峙
し
た
男
・

千
利
休
の
鮮
烈
な
る
恋
、
そ
し
て
死

を
描
く
。『
歴
史
街
道
』
連
載
を
加

筆
修
正
し
単
行
本
化
。

女
と
し
て
ま
だ
間
に
合
う
間
に
、

こ
の
先
ど
れ
だ
け
身
も
心
も
燃
や
し

尽
く
せ
る
相
手
に
出
会
え
る
だ
ろ
う

―
。
35
歳
の
奈
津
は
、
尊
敬
す
る
男

に
誘
わ
れ
、
家
を
飛
び
出
す
。
も
う

後
戻
り
は
し
な
い
…
。
官
能
の
愛
の

物
語
。

聴
い
て
あ
じ
わ
う
世
界

の
名
著
１
〜
３
巻

Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ジ
タ
ル
ラ
ジ
オ
「
文
学

の
し
ず
く
」
で
放
送
さ
れ
た
朗
読
を

Ｃ
Ｄ
に
録
音
し
、
朗
読
さ
れ
た
文
章

と
と
も
に
刊
行
。
樂
書
舘
２
０
０

４
－
５
年
刊
「
あ
ら
す
じ
で
読
む
世

界
の
名
著
」
を
も
と
に
再
構
成
。

か
ど
わ
き
の
一
皿

日
本
料
理
の
本
筋
か
ら
逸
脱
す
る

こ
と
な
く
、奇
を
て
ら
う
こ
と
な
く
、

け
れ
ど
ど
こ
か
に
新
味
の
あ
る
気
の

利
い
た
品
々
。素
材
の
力
を
生
か
し
、

引
き
算
の
料
理
を
心
が
け
る
こ
と
で

生
ま
れ
た
、「
か
ど
わ
き
」
の
逸
品

の
レ
シ
ピ
を
紹
介
す
る
。火～金　10:00～18:00

土・日　10:00～17:00
■休館日
○おはなし会 11:00から

24
時
間
返
却
で
き
ま
す

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
の
ご
案
内

図
書
館
資
料
の
貸
出
期
限
は
、

２
週
間
で
す
。
開
館
時
間
内
に
来

館
で
き
な
い
と
き
は
、
図
書
館
入

口
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
お
返
し
く

だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
破
損
し
な
い
よ
う
梱

包
す
る
か
、
開
館
時
間
内
に
窓
口

に
お
返
し
く
だ
さ
い
。）
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町の人口 2月1日現在

人　数 前月比

人口 22,233人 ＋１

男 10,857人 ＋１

女 11,376人 ±０

世帯 7,387世帯 ＋１

今月の納税等
上・下水道使用料 (2月分)

住 宅 使 用 料（3月分）

納期限：3月31日
納税には、簡単で便利な口
座振替をご利用ください

３月１日生まれ

笑顔いっぱい癒しのきょう
ちゃん。素直にすくすく育
ってね。

根
本
　
京
奈

き
ょ
う
な

ち
ゃ
ん
（
石
塚
）

父
・
隆
二
さ
ん
　
母
・
麻
希
さ
ん

３月11日生まれ

大食い、おてんばいろはち
ゃん。あんまりお姉ちゃん
をいじめないでね（笑）。

小
沼
　
い
ろ
は
ち
ゃ
ん
（
徳
蔵
）

父
・
敦
さ
ん
　
母
・
亜
希
子
さ
ん

３月21日生まれ

いつもニコニコ元気なけん
ちゃん 優果お姉ちゃんと
いつまでも仲良くね

三
村
　
健
人

け
ん
と

く
ん
（
粟
）

父
・
克
幸
さ
ん
　
母
・
友
美
さ
ん

３月２日生まれ

パワフルなお姉ちゃんに
負けないよう、元気いっ
ぱい明るく育ってね

秋
山
　
弥
生

や
よ
い

ち
ゃ
ん
（
石
塚
）

父
・
政
則
さ
ん
　
母
・
町
子
さ
ん

３月９日生まれ

とても小さかったこうた
ん。お姉ちゃんと仲良く
元気いっぱい育ってね。

興
野
　
晃
生

こ
う
せ
い

く
ん
（
上
入
野
）

父
・
真
佐
夫
さ
ん
　
母
・
み
ゆ
き
さ
ん

３月２日発行

常
北
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
優
勝

第
22
回
城
北
地
方
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
（
常
北
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
同
育
成
会
主

催
）
が
、
２
月
７
日

・
８
日

の
両
日
、
常
北
運
動
公
園
広
場
ほ
か
４
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
大
会
は
、
少
年
サ
ッ
カ
ー
の
普
及
、
発
展
を
目
指
し
、
近
郊
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

と
の
親
睦
を
深
め
る
と
共
に
、
技
術
の
向
上
と
少
年
た
ち

の
健
全
育
成
を
目
指
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

大
会
に
は
県
内
外
か
ら
36
チ
ー
ム
が
参
加
。
晴
天
の
も

と
、
少
年
た
ち
の
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

町
か
ら
は
、
高
学
年
の
部
で
常
北
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
決
勝
戦
ま
で
進
み
、
み
ご
と
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
高
学
年
の
部
（
６
年
生
主
体
の
チ
ー
ム
）】

優
　
勝

常
北
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
城
里
町
）

準
優
勝

水
戸
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
水
戸
市
）

第
３
位

真
壁
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
桜
川
市
）

第
４
位

南
河
内
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
栃
木
県
下
野
市
）

【
低
学
年
の
部
（
４
年
生
主
体
の
チ
ー
ム
）】

優
　
勝

友
部
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
笠
間
市
）

準
優
勝

舟
石
川
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
東
海
村
）

第
３
位

湊
第
一
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

第
４
位

常
北
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
城
里
町
）

優勝した常北サッカースポーツ少年団（高学年の部）


